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１
に
規
定
す
る
油
除
去
装
置
は
、
主
管
庁
が
承
認
す
る
設
計
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
装
置
を
通
過
し
た
後
に
海

洋
に
排
出
さ
れ
る
い
か
な
る
油
性
混
合
物
に
つ
い
て
も
、
油
の
含
有
量
が
百
万
分
の
十
五
未
満
と
な
る
こ
と
を
確
保

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
管
庁
は
、
当
該
装
置
の
設
計
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
国
際
海
事
機
関
が
勧

告
す
る
仕
様
を
考
慮
す
る
。

７

２
に
規
定
す
る
油
除
去
装
置
は
、
６
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
当
該
油
除
去
装
置
に
は
、
そ

の
適
合
の
段
階
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
そ
れ
を
示
す
警
報
装
置
を
備
え
る
。当
該
警
報
装
置
に
は
、

油
性
混
合
物
の
排
出
に
つ
い
て
油
の
含
有
量
が
百
万
分
の
十
五
を
超
え
た
と
き
に
自
動
的
に
停
止
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
の
装
置
も
備
え
る
。
主
管
庁
は
、
そ
の
よ
う
な
装
置
の
設
計
及
び
承
認
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
国
際
海

事
機
関
が
勧
告
す
る
仕
様
を
考
慮
す
る
。

Ｃ
部

運
航
に
伴
う
油
の
排
出
規
制

第
十
五
規
則

油
の
排
出
規
制

１

第
四
規
則
並
び
に
２
、
３
及
び
６
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
船
舶
か
ら
の
油
又
は
油
性
混
合
物

の
海
洋
へ
の
排
出
は
、
禁
止
す
る
。

Ａ

特
別
海
域
外
の
排
出

２

総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
か
ら
の
油
又
は
油
性
混
合
物
の
海
洋
へ
の
排
出
は
、
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
場
合
を
除
く
。

.1

船
舶
が
航
行
中
で
あ
る
こ
と
。

.2

油
性
混
合
物
が
第
十
四
規
則
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
油
除
去
装
置
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

.3

希
釈
を
し
な
い
場
合
の
油
性
混
合
物
の
油
分
濃
度
が
百
万
分
の
十
五
未
満
で
あ
る
こ
と
。

.4

油
性
混
合
物
が
油
タ
ン
カ
ー
の
貨
物
油
ポ
ン
プ
室
の
ビ
ル
ジ
か
ら
生
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

.5

油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
油
性
混
合
物
が
貨
物
油
の
残
留
物
と
混
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

Ｂ

特
別
海
域
内
の
排
出

３

総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
か
ら
の
油
又
は
油
性
混
合
物
の
海
洋
へ
の
排
出
は
、
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
場
合
を
除
く
。

.1

船
舶
が
航
行
中
で
あ
る
こ
と
。

.2

油
性
混
合
物
が
第
十
四
規
則
７
の
規
定
に
適
合
す
る
油
除
去
装
置
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

.3

希
釈
を
し
な
い
場
合
の
油
性
混
合
物
の
油
分
濃
度
が
百
万
分
の
十
五
未
満
で
あ
る
こ
と
。

.4

油
性
混
合
物
が
油
タ
ン
カ
ー
の
貨
物
油
ポ
ン
プ
室
の
ビ
ル
ジ
か
ら
生
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

.5

油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
油
性
混
合
物
が
貨
物
油
の
残
留
物
と
混
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

４

南
極
海
域
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
船
舶
か
ら
の
油
又
は
油
性
混
合
物
の
海
洋
へ
の
排
出
も
、
禁
止
す
る
。

５

こ
の
第
十
五
規
則
の
い
か
な
る
規
定
も
、
そ
の
航
海
の
一
部
に
の
み
特
別
海
域
が
含
ま
れ
る
船
舶
が
２
の
規
定
に

基
づ
き
特
別
海
域
外
に
お
い
て
排
出
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｃ

南
極
海
域
以
外
の
す
べ
て
の
海
域
に
お
け
る
総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
未
満
の
船
舶
に
つ
い
て
の
要
件

６

総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
未
満
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
油
又
は
油
性
混
合
物
は
、
受
入
施
設
へ
の
そ
の
後
の
排
出
の
た

め
に
船
内
に
保
留
す
る
か
又
は
次
の
規
定
に
従
い
海
洋
に
排
出
す
る
。

.1

船
舶
が
航
行
中
で
あ
る
こ
と
。

.2

船
舶
が
、
希
釈
を
し
な
い
場
合
の
油
性
混
合
物
の
油
分
濃
度
が
百
万
分
の
十
五
未
満
で
あ
る
こ
と
を
保
障
す
る

装
置
で
あ
つ
て
主
管
庁
が
承
認
す
る
設
計
の
も
の
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
。

.3

油
性
混
合
物
が
油
タ
ン
カ
ー
の
貨
物
油
ポ
ン
プ
室
の
ビ
ル
ジ
か
ら
生
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

.4

油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
油
性
混
合
物
が
貨
物
油
の
残
留
物
と
混
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

第
十
七
規
則

油
記
録
簿
第
一
部
（
機
関
区
域
に
お
け
る
作
業
）

１

総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
及
び
油
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
で
総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
も
の

に
は
、
油
記
録
簿
第
一
部
（
機
関
区
域
に
お
け
る
作
業
）
を
備
え
る
。
油
記
録
簿
は
、
油
記
録
簿
の
公
式
の
航
海
日

誌
の
一
部
と
し
て
又
は
他
の
態
様
で
付
録
Ô
に
定
め
る
様
式
の
も
の
と
す
る
。

２

船
舶
の
機
関
区
域
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
適
当
な
と
き
は
、
各
タ
ン

ク
に
つ
い
て
油
記
録
簿
に
必
要
事
項
を
記
載
す
る
。

.1

燃
料
油
タ
ン
ク
へ
の
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み
又
は
燃
料
油
タ
ン
ク
の
洗
浄

.2

燃
料
油
タ
ン
ク
か
ら
の
汚
れ
た
バ
ラ
ス
ト
又
は
洗
浄
水
の
排
出

.3

油
性
残
留
物
（
ス
ラ
ッ
ジ
そ
の
他
の
油
性
残
留
物
）
の
収
集
及
び
排
出

.4

機
関
区
域
の
ビ
ル
ジ
の
排
出

.5

燃
料
油
又
は
ば
ら
積
み
潤
滑
油
の
供
給

３

第
四
規
則
に
定
め
る
油
若
し
く
は
油
性
混
合
物
の
排
出
が
あ
つ
た
場
合
又
は
同
規
則
に
定
め
る
適
用
除
外
を
受
け

な
い
事
故
に
よ
る
油
の
排
出
そ
の
他
の
例
外
的
な
油
の
排
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
排
出
の
状
況
及
び
理
由
を
油
記

録
簿
第
一
部
に
記
載
す
る
。

４

２
に
掲
げ
る
作
業
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
に
か
か
る
す
べ
て
の
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
油
記
録
簿
第
一
部

に
遅
滞
な
く
完
全
に
記
録
す
る
。
完
了
し
た
各
作
業
に
つ
い
て
、
各
作
業
の
担
当
職
員
が
署
名
す
る
も
の
と
し
、
船

長
が
連
署
す
る
。
油
記
録
簿
第
一
部
は
、
少
な
く
と
も
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
又
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
記
載
す
る
。
旗
国

の
公
用
語
も
使
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
記
載
の
不
一
致
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
公
用
語
に
よ
る
記
載
が
優
先
す

る
。

５

油
除
去
装
置
の
い
か
な
る
故
障
も
、
油
記
録
簿
第
一
部
に
記
録
す
る
。

６

油
記
録
簿
第
一
部
は
、
合
理
的
な
と
き
は
い
つ
で
も
容
易
に
検
査
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
備
え
る
も

の
と
し
、
乗
組
員
の
い
な
い
被
え
い
航
船
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
船
内
に
備
え
る
。
油
記
録
簿
第
一
部
は
、
最
後
の

記
載
を
し
た
日
の
後
三
年
間
保
存
す
る
。

Ｄ

一
般
要
件

７

視
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
油
の
痕こ

ん

跡
が
船
舶
の
近
く
又
は
そ
の
航
跡
に
お
け
る
海
面
上
又
は
海
面
下
に
お
い
て
発

見
さ
れ
た
と
き
は
い
つ
で
も
、
条
約
の
締
約
国
の
政
府
は
、
合
理
的
に
可
能
な
範
囲
内
で
こ
の
第
十
五
規
則
の
規
定

の
違
反
が
あ
つ
た
か
否
か
の
問
題
に
関
連
す
る
事
実
に
つ
い
て
速
や
か
に
調
査
す
る
。
そ
の
調
査
に
は
、
特
に
、
風

及
び
海
面
の
状
態
、
船
舶
の
行
路
及
び
速
度
、
近
く
で
視
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
痕こ

ん

跡
の
他
の
可
能
な
発
生
源
並
び

に
関
連
す
る
油
の
排
出
の
い
か
な
る
記
録
も
含
む
べ
き
で
あ
る
。

８

海
洋
へ
の
い
か
な
る
排
出
も
、
海
洋
環
境
に
有
害
な
量
若
し
く
は
濃
度
の
化
学
物
質
そ
の
他
の
物
質
又
は
こ
の
第

十
五
規
則
に
定
め
る
排
出
の
条
件
を
回
避
す
る
目
的
で
持
ち
込
ま
れ
た
化
学
物
質
そ
の
他
の
物
質
を
含
む
も
の
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
。

９

こ
の
第
十
五
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
油
性
残
留
物
は
、
受
入
施
設
へ
の
そ

の
後
の
排
出
の
た
め
に
船
内
に
保
留
す
る
。

第
十
六
規
則

油
と
バ
ラ
ス
ト
水
と
の
分
離
及
び
船
首
タ
ン
ク
に
お
け
る
油
の
運
送

１

２
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
油
タ
ン
カ
ー
以
外
の
第
一
規
則
28.2
に
定
義
す
る
千
九
百
七
十
九
年
十
二
月
三
十

一
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
で
あ
つ
て
総
ト
ン
数
四
千
ト
ン
以
上
の
も
の
及
び
第
一
規
則
28.2
に
定
義
す
る
千
九
百

七
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
も
の
は
、

バ
ラ
ス
ト
水
を
燃
料
油
タ
ン
ク
に
積
載
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

大
量
の
燃
料
油
を
積
載
す
る
必
要
性
に
よ
り
燃
料
油
タ
ン
ク
に
ク
リ
ー
ン
・
バ
ラ
ス
ト
で
な
い
バ
ラ
ス
ト
水
を
積

載
す
る
必
要
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
バ
ラ
ス
ト
水
は
、
受
入
施
設
に
又
は
第
十
四
規
則
２
に
規
定
す
る
装
置
を
使

用
し
て
第
十
五
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
海
洋
に
排
出
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
旨
を
油
記
録
簿
に
記
載
す
る
。

３

総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
千
九
百
八
十
二
年
一
月
一
日
後
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
た
も
の
又

は
建
造
契
約
が
な
い
場
合
に
は
、
千
九
百
八
十
二
年
七
月
一
日
後
に
キ
ー
ル
が
据
え
付
け
ら
れ
、
若
し
く
は
同
様
の

建
造
段
階
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
油
は
、
船
首
タ
ン
ク
又
は
衝
突
隔
壁
の
前
方
の
タ
ン
ク
に
積
載
し
て
は
な
ら

な
い
。

４

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
以
外
の
す
べ
て
の
船
舶
は
、
合
理
的
か
つ
実
行
可
能
な
限
り
、
１

及
び
３
に
定
め
る
要
件
に
従
う
も
の
と
す
る
。
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